







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































は膵管内乳頭状粘液性腫瘍 Intraductal Papillary 
Mucinous Tumor :  IPMTという長い診断名が最終
的なWHO分類に組み込まれることになりました．





































































































































嚢胞の大きさが 10 センチ以上とか 15 センチとかか
なり大きいものがしばしばあります．
　それで以上の膵腫瘍性病変をまとめた者がこの表













発見されたのは 1640 年代で，Wirsungs が主膵管
を見つけ（スライド 46）ときとされています．17
世紀中ごろのことです．この発見を記念した膵臓
の銅板が，パドゥア大学医学部に保管されていま
す．大学は古い町の中心部にあり，また主教会（ス
ライド 47）がありますが，その回廊の壁の一角に
Wirsungs を記念したプレート（スライド 48）がは
め込まれています．膵臓が発見はヨーロッパでもさ
れたのは極めて遅いと言えます．
46
47
48
　ちょっと尻切れとんぼの話になってしまいました
けれども，以上で終わらせていただきます．ご清聴
ありがとうございました．（拍手）
膵腫瘍の病理組織学特徴とその予後について
69
五味　どうも諸星先生，ありがとうございました．
　大変膵臓の病理につきましてわれわれが学生のと
きに諸星教授の先々代の渡邉五郎先生，神田実喜男
先生に講義を受けたときには，膵臓のがんというの
はこんなにいっぱいなくて，その知識しか私にも
ございませんでしたので，本日は大変いい勉強をさ
していただきましたし，この分野で諸星先生が大変
貢献されているというのが最後のほうにちょっとし
か出ませんでしたけれども，WHOの分類の中でも
先生，活躍されているということを皆さん，ご記憶
していただいて，感謝の拍手で終わりにさせていた
だきたいと思います．どうもありがとうございまし
た．（拍手）
